
現
在
、
大
館
市
で
は
、
周
り
の
自
治
体
と
協
力
し
て
取
り
組
む
仕
事
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
広
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
、
ご
み
処
理
、
斎
場

な
ど
の
ほ
か
、
介
護
保
険
の
認
定
も
１
市
２
町
で
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

北
部
の
各
市
町
村
と
と
も
に
観
光
推
進
協
議
会
、
米
代
川
流
域
地
方
拠
点
都
市
地

域
整
備
協
議
会
、
林
業
活
性
化
協
議
会
、
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
買
い
物
や
通
勤
・
通
学
な
ど
私
た
ち
の
生
活
自
体
が
す
で
に

広
域
化
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
の
普
及
が
進
み
道
路
網
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
「
車
社
会
」
に
な
っ
て
お
り
、
車
で
２０
分
も
行
け
ば
隣
町
で

す
。
こ
の
意
味
で
、
従
来
の
市
町
村
の
枠
を
越
え
て
、
周
り
の
自
治
体
と
話
し
合

い
、
共
同
で
実
施
す
る
事
業
が
今
後
さ
ら
に
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

行
政
と
し
て
こ
の
現
実
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
市
町
村
合
併
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
を
考
え
る
う
え
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
少
子
高
齢
化
」

と
「
地
方
交
付
税
削
減
に
よ
る
行
財
政
の
ひ
っ
迫
」
で
す
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
進
み
、
１０
年
先
、
２０
年
先
を
予
測
し
た
場
合
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
こ
れ
ま
で

の
「
市
町
村
の
か
た
ち
」
を
維
持
し
て
い
け
る
の
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。

昨
年
末
、
私
は
近
隣
の
鹿
角
市
、
比
内
町
、
田
代
町
、
小
坂
町
を
訪
ね
、
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
を
伝
え
、
具
体
的
な
話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
着

い
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
合
併
特
例
法
の
期
限
を
考
慮
す
る
と
、
抽

象
的
な
話
を
し
て
い
る
時
期
は
も
う
過
ぎ
、
今
は
具
体
的
な
論
議
を
始
め
る
と
き

で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

「
市
の
あ
り
か
た
」
を
決
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん

に
的
確
に
判
断
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
任
意
の
合
併
協
議
会
で
の
情
報
を
し
っ
か

り
提
供
し
、
将
来
の
財
政
状
況
や
都
市
像
な
ど
を
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
町
村
合
併

抽
象
的
な
論
議
か
ら

具
体
的
な
論
議
へ
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「「
任任
意意
合合
併併
協協
議議
会会
」」
設設
置置
へへ

合合
併併
にに
向向
けけ
たた
動動
きき
がが
スス
タタ
ーー
トト
！！！！

No．２４５

市
長
リ
ポ
ー
ト

大大澤澤・・比比内内町町長長（（２２月月１１２２日日））

““任任意意合合併併協協議議会会へへ参参加加ししまますす””

市議会（１２月定例会）の「北鹿２市３町の市町村合併に向けた任

意協議会の設立に関する決議」を受け、小畑市長は、昨年１２月２６日

に田代町長・比内町長・小坂町長に、また翌日２７日には鹿角市長に

任意合併協議会への参加要請を行いました。

これまで本市は、比内町・田代町の１市２町の職員で組織する

「大館圏域合併に関する共同研究会」で住民アンケートを実施する

など、市町村合併についての検討を進めてきました。

今後は、本市の要請に賛同する市町による「任意合併協議会」と

いう形で、合併に向けたさまざま話し合いが行われる予定です。

吉吉田田・・田田代代町町長長（（１１月月２２７７日日））


